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グローバル × 英語教育 



グローバル化の波が教育界へ 
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特に大学の動きは目を見張るものがある 



グローバル化の波は英語教育にも 

差し迫る課題 

英語教育改革の必要性 

具体的に求められる課題 
 
① 小学校の英語教育からどのように接続するのか。 
② 4技能をどのようにバランスよく取り入れるのか。 
③ 英語で授業を効果的にするにはどうしたらよいか。 
④ 外部試験（TOEFLやGTEC）に対応するにはどうしたらよいか 
⑤ 海外進学を可能にするようなシステムはどう構築したらよいか。 
⑥ その中で、これまでの一般入試にも対応できるような英語教育とは何か。 

グローバル
化 

帰国性教育 
小学校の 

英語教育 
入試改革 海外進学 

社会、ニーズ、入口、出口の変化 



コミュニケーション × 思考 

グローバル人材 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

語学力 

発信力 

交渉力 
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価値観 

多面的な 

視野 
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課題 
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前向きな 

姿勢 
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コミュニケーション能力 デザイン思考 異文化対応力 人間力 

 思考ツールとしての英語 × コミュニケーションツールとしての英語 

グローバルな英語力 



IBに見るグローバル教育のモデル 

IBの要素は今後のカギとなる 

① 知識、スキル、思考のインターラクション 

② Theory of Knowledge （TOK：知の理論） 

③ 教科横断的なカリキュラム 

④ 評価方法 

到達度
の合計 

知識と 

理解 

パターン 

の探究 

コミュニ 

ケーション 

振り返り 

探究課題 
レポート 

問題解決課題
プレゼン 

振り返り 
シート 

テスト 
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（参考： 東京学芸大学附属国際中学教育学校 MYPコーディネーター 星野あゆみ先生 講演 2013年10月26日） 

各教科でこのような観点評価を行っている 



こんな声もある 

それもみんなの本音です 

・本当に、実践的な英語教育と受験指導は二項対立なのか 

・そもそも、私たち教員が英語力、指導力の向上に努めているのか 

グローバルな英語は分かるが、なんだかんだ一般受験もあるから 

英語で授業なんて、どうせ生徒がついてこれないよ 

・本当に、受験において今までの英語教育は果たしてベストなのか 

変わらなきゃ 
指導力、英語力に自信がない 
受験対策ができるだろうか 

そんなに急にドラスティックにできない 



神の見えざる手 

「受験があるから」は聖域だった 

旧来の 

英語教育 

英語教育 

改革 

旧来の 

英語教育 

英語教育 

改革 

グローバル 

時代 

多様化する 

入試 

教員の 

意識・スキル 

一般 

入試 

まだ見えざる手を理由にするのか 

必要なのは私たちの意識とスキルの向上 
 
 10年後、20年後、英語教育が変わっていなかったら、それは私たちの怠慢 



実践 or 受験 

グローバルな英語教育 ＶＳ 受験指導 

はたして二項対立なのか？ 

思考、価値観、心 
頭 

英語教育 

腕の振り 

グローバル教育 

下半身 

受験対策 

ボールの握り 

まずは、しっかり腕を振ること。それができなければ握りは意味がない。 

受験にも実践にも通用する英語教育を作り上げる 命題 



本当に英語教育は変わるのか 

「英語教育改革」 再定義 

こんなことを聞かれることがあります 
 
 
 

Q: 外部試験の導入、その他の入試改革で英語教育は変わると思いますか？ 

A: 表面的には変わっても、根本的には変わらないと思います。 

２つの天秤にかけているようでは・・・ 
教員の意識とスキルが変わらなければ・・・ 変わらない！ 

これまでの一般入試にも対応していくのは当たり前 
多様化する今後の入試に対応していくのも当たり前 

さらに、私たちの意識を変えて、このようなイメージを作り上げる 

グローバル 

英語教育 

一般 

入試 

新しい 

入試 

小学校
の英語 

大学 
社会 

英語教育改革 ＝ これらを全て一直線上に並べていく工事 



では、何をどうやって変えるのか 



英語教育改革に向けて 

成功のための３つのポイント 

•グローバル教育部、教科主任のリーダーシップ 

•学内、学外研修会の改革 

英語教員の意識改革＆スキルアップ 

• リーディングを中心に4技能を組み立てる 

•アウトプットにつなげる授業 

現在の英語教育をベースに新しい英語教育改革へ 

•一般受験にも新しい受験にも対応 

•解説型からアプローチ型の受験指導 

受験指導との接続 



•精読、和訳 → 英語で読み、要点を捉える 

•多読の奨励 
英語で読む 

• ペアワークの充実 

• オーラルスキルの指導 

アウトプット 

活動の充実 

• アウトラインの書き方をトレーニングする 

•中３、高１からパラグラフライティングを行う 

体系的な 

ライティング指導 

•英語を使ってクリエイティブに活動する 

• プレゼンテーションを行う 

プロジェクト型 

学習の導入 

• ノートテイキング 

• ロジカルシンキング、など 

4技能を横断する 

スキルの育成 

•観点別評価（ルーブリック評価）の導入 

•外部試験の積極的活用 
テスト＆評価法の見直し 

英語教育デザイン： キーワード 



実際に授業をどのように組み立てるのか 



SETTING 

学年、クラス：  高校2年、一般クラス 

科目：       コミュニケーション英語Ⅱ 

週授業数：    4時間  

生徒数：      40名 

教科書：      New Treasure 

指導法のケーススタディ 

POINT 

４技能統合した授業 

ペアワークを中心とした活動 

生徒の英語使用量 



指導法のケーススタディ 

和訳や文法の確認 

Listening Comprehension 

Summary 

Q&A、 True or False 

Discussion 

英語によるレクチャー 

音読 

単語、熟語表現 

4
～
5
時
間 

2 

文法 

IN
  E

N
G

L
IS

H
 

グラマーは 
独立して進めます 

全てオリジナル 
ハンドアウト 

（予習が前提です） 

SP 

LS   

SP 

WR SP 

WR SP 

LS 

＊巻末に資料を添付してい
ますので参照してください 



4技能を統合したReading 

１ 2 3 4 5 6 7 8 

① セクションごとに区切って読む 

② 和訳、文法&構文の解説 

③ 使用言語； 日本語 

前半 後半 

① 前半、後半に分けて読む 

② 英語による読解理解を中心に行う 

③ 使用言語： ENGLISH 

Vocabulary First Reading Oral Reading Lecture 

POINT 

精読、和訳  ⇒ 多く読む、英語で読む、要点をつかむ力 

宿題で本文を読み 

ハンドアウトの 

予習をやってきます 

授業では音読から 

始めます 

SP   



Oral Reading Lecture Discussion Comprehension 

絵を使った内容理解と英語によるレクチャー 

4技能を統合したReading 

関連テーマについてレクチャーを聴き、 

Discussionをします （Part D） 

SP   LS   

本文を読み、ハンドア 

ウトの空欄を埋めてき 

ます。視覚的なアプロ
ーチを使って読解を助
けます 



Oral Reading Lecture Discussion Comprehension 

大学で実際に 

英語を使う場面 

例えば 

トピック： Biodiversity 

   

 

 

 

Lecture 
「ゴキブリとゴキジェット」 

Discussion 
「絶滅する理由は何か」 

POINT 
 

① レクチャーという「実践的な場面」  

② ４技能＋視覚情報を統合 

   → １０分のレクチャーが理解できる 

4技能を統合したReading 

SP   LS   



Discussion Comprehension Summary Listening 

読解 Visual 

Lecture 

Q & A 

T / F 

Note 
Taking 

POINT 
 
① 多角的なアプローチで読解を助ける 
 
② 設問自体が理解を助けるヒントに 
 
③ ペアワークでインターラクションを促進 

4技能を統合したReading 

問題の答えを口頭で 

チェック（Part B＆D） 

LS SP   

Questions 

Answers Questions 

Answers 

① 奇数の問題 ② 偶数の問題 ③ 全体でチェック 



Discussion Comprehension Summary Listening 

ノートテイキング 

4技能を統合したReading 

ノートテイキング＆ 

サマリー活動（Part E） 

← 実際の生徒の 

   NTです 

ノートテイキングをみて 

ListeningでTF Check 

WR SP   LS   

宿題で各自、本文の
内容を白紙の紙に 

まとめてきます 



Discussion Comprehension Summary Listening 

リスニングチェック 

NTを見ながら、リスニングでT/Fを判断 

オーラルサマリー 

NTを使って相手に説明する 

ノートテイキング 

本文の重要な情報をNTまとめる 

絵のハンドアウトを 
見本として 

情報をまとめます 

ノートテイキングのトレーニングを行い、それを発展的に活動につなげる 

4技能を統合したReading 

WR SP   LS   



理解する 使う 

オリジナル教材で 
体系だった理解 

様々な 
活動を組み込む 

「理解する」と「使う」を両立するGrammar 



Grammar： オリジナル教材 

Key Sentence 

ターゲットとなる構文を音読、ライティングで何回も練習 



書き込み式文法ノート 

Grammar： オリジナル教材 

授業を受ければ、ノートがまとまる。体系的な理解をスムーズに行う。 



イメージでとらえる文法理解 

Grammar： オリジナル教材 

文法の呼吸（ニュアンス、イメージ）を分かりやすくつかむ 



Grammar： オリジナル教材 

イメージでとらえる文法理解 

文法の呼吸（ニュアンス、イメージ）を分かりやすくつかむ 



パターンプラクティス Check問題 

Grammar： オリジナル教材 

Check問題で理解確認 何度も口に出して身に付けよう 



ゲーム 

Grammar： オリジナル教材 

ライティング課題 

楽しく文法を使ってみよう 自分で文章を作ってみよう 



Grammar： オリジナル教材 

Big Test オーラルアサイメント 

口頭で文法項目が使えるように 知識、表現の最終確認 



•中１： インタビュースクリプト 

•中２： ショートエッセイ 

書くことに
慣れる 

•中３： パラグラフライティング 

•高１： 留学志望理由書 

論理的に
書く 

•高２： セミナージャーナル 

•高３： リサーチペーパー 

アカデミッ
クに書く 

オリジナルライティングテキスト 

Writing 

ライティングの強化は重要課題 



「学習の成果を形にして発表しよう」 

「英語を道具として使おう」 

プロジェクト 例 

中１ 世界で活躍する日本人 

中２ ジャパン・リサーチ 

中３ オーストラリア・リサーチ 

高１ 短期留学エッセイ 

・ リサーチレポート 

・ ライティング 

・ プレゼンテーション 

アウトプット活動の充実 

English Project 

Project 



SP 

LS 

RD 

WR 

４技能を横断するスキル 

ノート 

テイキング 

ロジカル 

シンキング 

コミュニケーション 

ストラテジー 

・ ノートを取りながら授業を聞くことができる 

・ 情報をマッピングすることができる 

・ エッセイやプレゼンテーションのアウトラインを書くことができる 

・ 論理的に理解し、論理的に意見を述べることができる 

・ 相手とインターラクションをしながら、コミュニケーションが取れる 

・ ジャスチャーを使って自分の意見を伝えることができる 

・ ノンネイティブでも臆せずコミュニケーションが取れる 

例えば、こういう力を伸ばしていく 



• SVOなどに分けて文を分析しない 

• 和訳に頼らない （和訳が多いと嫌がる） 

• 音読でつまづかずに英文を読めるようになった 

総合的な読解力が向上した 

• ペアワークで発言できるようになった 

• 文章レベルでリスニングをできるようになった 

• さらっと構文を使えるようになった 

オーラルインターラクション能力が向上した 

• 要点を見抜く力が付いた 

• アウトラインを書けるようになった 

• 論理的な文章を書く素地ができた 

ロジカルシンキングの基礎が身に付いた 

英語が好きになった 

このような力を持った生徒が育った 

さらに戦略的な受験指導で、進路実現を目指す 



では、ここからどのように受験指導を行うのか 



受験との接続 

培ったスキルを活かせる汎用性のあるアプローチを指導する 

知識とスキルのバランスを保った受験指導をする 

解説型からアプローチ型の受験指導へ 

解説型 

１つ１つをしっかり見ていく 

どうしてそれが答えなのか説明 

その問題でしか使えない解説 

解答ありきの解説 

生徒が理解することがゴール 

過去問は解いてから説明 

アプローチ型 

１つ１つをじっくり説明しない 

どうやって取り組むのかが大切 

他の問題にも使える説明 

必ずしも解答にたどり着かない 

生徒にトレーニングをさせる 

過去問は最初に説明 

もちろん２項対立ではない。私も解説をたくさんします。比重とシフトの問題です。 



 
 

問題を解き始める時間の設定 

「700語の読解なら7分後には問題解き始める」という目安 
 
 
 

アプローチ型の指導例： 速読 

設問のチェック First Reading Second Reading 

さらっと読んで 
概要を把握 

ポイントを絞って正解を
導く 

さらっと読んで 
概要を把握 

  WPM100でFirst Readingを設定する 

１～2分 ７分 １１分 

ちなみに、TOEFLは20分で700語の問題に答える 

そして、その１．５倍の時間でSecond Readingを行う 



① ３＋１のポイントを意識しよう 

 

     

 

 

 

 

 

 

② ストラクチャーを意識しよう 

     ・トピックセンテンス ＋ サポート 

 

③ タイトル（要旨）＋５W1H をもとに内容を考える 

     ・WHY、HOWを中心に書く 

 

英語のストラクチャー 

 ・ 質問にストレートに答えているか 
 ・ 主張が分かりやすいか 
 ・ 具体的に書かれているか 
         ＋ 
 ・ 言葉や表現が豊かか、かっこよいか 

アプローチ型の指導例： 英作文 



その文章のメインアイデアをタイトルで考える 

WHY HOW 

タイトルで考えるのは余計な情報をそぎ落として 
本当に大切なメインアイデアを見つけるため 

WHY、HOWがキーとなる情報 

① 授業内のEssay、スピーチコンテスト 

② GTEC CBTのWriting 

③ TOEFL iBT   Integrated Writing、Speaking 

④ 早稲田大学 文学部、文化構想 大問５ １行サマリー 

⑤ 早稲田大学 法学部、国際教養学部 自由英作文 

これだけの問題に対応できる 

アプローチ型の指導例： 英作文 



今後の課題 



１  英語教員の意識＆スキルアップ 

今後の課題 

これからの時代に英語教員に求められること 

ＴＯＥＦＬで１００点が取れる 

当たり前に英語で授業ができる 

ＴＯＥＦＬを教えることができる 

ネイティブ教員と交渉、コミュニケーションができる 

グローバル教育をリードすることができる 

グローバル時代において、「英語」と名のつくプロフェッショナルであることの意識 

英語科のリーダーシップ ＋ 脱英語科依存 

多くの教員に積極的な参画をさせる 

英語科を支える組織体制と意識 

この時代に英語教員になった 

以上、やるしかない 



今後の課題 

２  連携と共有 

管理職 

GED 

英語科 キャリア 

教務 

・ この５者が「グローバル英語教育」と「受験指導」で二項対立しない 

・ 「グローバルな力」を伸ばす教育プログラムを教科横断的に構築する 



共有をイメージ化すると 

教材 指導法 方針 目標 意識 認識 

トップダウン ボトムアップ 

情報のカベ 心と意識のカベ 実務とスキルのカベ 

スタートを 
具体的に定める 

ここが根本的に 
変わらなくてはいけない 

ここに活かされなくては 
意味がない 

コミュニケーション＆チームワークのカベ 

共有のアプローチとカベ 



具体的な目標を議論する 

英語教育に対してこれは理解としておこう 

• IB、SGH、入試改革の動き 

生徒の強みと弱点を理解しておこう 

• 伸ばすところと弱点補強 

これを生徒の達成目標として提示しよう 

• 単語数、スキル、活動レベル 

こういう教材を使っていこう 

• 学習のレベルとコンセプト 

授業はこうやって進めていこう 

• 共通で行う活動、英語の使用 

このぐらいの量を生徒の課していこう 

• 活動のボリューム、宿題、課題の量 

この時期にこういうことをしよう 

• 時期にあったレベルと活動、段階を踏んだ授業 

こういうアプローチで受験指導を行おう 

• アプローチ型受験指導のノウハウ 

数値目標の前に 

これらの議論が 

出発点ではないか？ 

そのような教科会で 

あるべき 



共有するためのカギ 

① 英語教員としてのプロフェッショナルなプライドを持つ。 

② つまらないプライドにこだわらない。 

③ 平均値をとらない。上に合わせて、そこから学ぶ。 

④ まずは自分が実践してみせる。 

⑤ 教科会で具体的な共通目標を議論する 

⑥ 研修会や公開授業を実施する。 

⑦ 教材や素材を共有して、実務負担を軽減する。 

⑧ 思いを熱く語る。  

⑨ 仲間を増やす。 

⑩ 地道に行う。すぐ結果を求めない。 

プライド 
リーダー 
シップ 

チーム 
ワーク 

コミュニケ
ーション 

地道さ 
忍耐 



今後の課題 

３  テスト＆評価方法の見直し 

新しい評価方法の段階的導入 

• 4技能をバランスよく評価する 

• 形成的評価 ＆ 総括的評価 

• 教科横断的な評価方法の構築 

• ルーブリック型評価方法の導入 

• TOEFL iBT 

• IELTS 

• GTEC CBT 

• TEAP 

• このレベルに合う 
４技能テストがない 

まずはこのレベルに 
対応することが責務 

TOEFLは本当に難しい 

外部試験の積極的活用 

• 達成度評価および入試対策 

• 学内でGTEC for Students 

• 学外でGTEC CBT、TEAP 

• 上位者、海外進学にはTOEFLも指導 

（参考： 文部科学省 『大学入試に外部試験を導入する現実的方法』） 

超トップ層 

上位層 

平均～下位 

学内の評価法と外部試験を「達成度評価」という点で接続させることも大きな課題 



自らが変わる 

 

強い信念を持ち、思いを語る 

 

どんどんクリエイティブにやってみる 

 

一緒に協力する仲間を作る 

 

学校の枠を超えて一緒に協力して取り組む 

 

地道に頑張る 

 

ストレスを発散する、無理しすぎない 

 

本日はありがとうございました 

最後に 


